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広報誌 第４０号 

理 念 

 私たちは、赤十字精神のも

とに、子どもたちの権利擁護

と最善の利益を守り、心身と

もに健やかな成長を図ること

のできる愛情のこもった養育

環境を提供します。 



会えてうれしいよ♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やがて訪れる乳児院からの巣立ち。心に根

付いた愛された記憶や経験を力や糧とし、巣

立った後も元気に過ごして欲しいと願ってい

ます。 

“離れていても見守っているよ”“いつでも

遊びに来てね”そんな思いを伝え、心のつな

がりを持ち続けられたらと考えています。 

 

 

 １２月に巣立ったＲ君が乳児院に里帰り。 

担当職員との再会に初めは緊張していたもの

の、打ち解けると以前と変わらぬ笑顔を見せ

てくれました。 

 数ヶ月ぶりに会うＲ君はたくましさが増

し、成長を感じました。 

愛された記憶を力へと変え、一歩一歩前へ

進んでいるようです。 

 

 

Ｒ君を囲んで昼食タイム 

養育のパートナーとして、日頃からお世話

になっているボランティアさんに感謝の気持

ちを込め「ボランティア感謝祭」を開催しま

した。 

元ピアノの先生である職員によるクリスマ

スソングの生演奏にはじまり、子どもたちが

型取りした手作りマグネットをプレゼントし

ました。 

 

ボランティアさんの声 

赤ちゃんの成長に、毎

回びっくりさせられま

す。 

本当にかわいらしく

て心が癒されます。 

洗濯の多さにびっくりし

ましたが、それだけ子ども

さん達が活発に伸び伸びと

生活されているんだなと感

じました。 

元気な声が聞こえると癒

されながらお手伝いが出来

ました。ありがとうござい

ました。 

子ども達がまたまた

大きくなっていて、親戚

のおばちゃんになった

気持ちになります。 

お顔を見るのがたの

しみです。 



平成２７年度 

厚生労働大臣表彰受賞！！ 
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ひよこ組 

 １２名の離乳食介助で１日があっという間に過ぎ

ていきます。でも食べるのが大好きな赤ちゃんたち。

上手にパクパクとよく食べてくれるので、介助の時間

がとても楽しく感じられます。いっぱい食べてたくま

しくな～れ！            （佐藤(順)） 

ぱんだ組 

大好きな雪遊びシーズン。いつもはのんびり屋さん

のＫ君も、あっという間に身支度を終え「早く行きた

～い！」とウキウキ。ソリ滑りに雪だるま作りと楽し

み方はみんな様々ですが、一番人気は雪寄せごっこ！

スコップ捌きはまるで大人のようです。  （田澤） 

ばんび組 

 節分の絵本を見ながら“泣き虫オニ”や“怒りんぼ

オニ”を退治したいねとお話をしていました。 

 オニが登場すると、ちょっぴり後ずさりしながらも

「オニは～そと！ふくは～うち！」と声を出し、心の

オニを退治しました。           （藤田） 

ことり組 

 プリンセスのパズルをサンタさんからもらったＹ

ちゃん。パズルがとっても大好きになりました。好

きこそ物の上手なれとはよく言ったもので、保育士

顔負けでどんなパズルもピースの形をみて、あっと

いう間に完成させてしまいます。あっぱれ！（森川） 

最後はオニとハイ、チーズ 

あむあむ、おいしー！！ 

あっ！ここで合ってた！ 

見て！力もちでしょ～ 

保育室ダイアリー 



 

■編集・発行  秋田赤十字乳児院 

〒010－0041  秋田市広面字釣瓶町 100-3 

TEL 018-884-1760   FAX 018-884-1762 

電話相談 018-884-1761（8:30～23:00） 

URL  http://www.akita.jrc.or.jp/nyujiin/ 

 地域交流  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田市広面にある介護付高齢者優良賃貸住宅ほのかさんへおじゃましました。 

昨年、ほのかさんより「移動動物園が来るのでどうですか？」と、お声掛けいただいたのが始

まりです。 

その後、移動動物園のお礼にハロウィンの仮装をして訪問したり、サンタの衣装でクリスマス

カードをプレゼントしました。おじいちゃん、おばあちゃん達はかわいい子どもたちを見て大喜

びしてくださいました！ 

ハトさん！なでなでしていいですか！ ハッピーハロウィン～★ 

善意寄付 

（平成 27年 12月～平成 28年 1月） 

・東北電力秋田営業所 様  

・株式会社創研コンサルタント 様 

・秋田なごみライオンズクラブ 様 

・秋田テレビ株式会社 様 

・曹洞宗秋田県第一教区寺族会 様 

・仙北市赤十字奉仕団連絡協議会 様 

・協働大町ビル株式会社 様 

・有限会社エムズ自研 様       

・美容室小町 様  

・高橋邦明 様           

・岡部 様 

・佐藤 様 

・ロビー選手 

・村上 様                      

・宇佐見康伸 様         

・三浦 様 

・伊藤美恵 様                

・亀井清美 様 

・荒川 様     

 

＜編集後記＞ 

記念すべき第 40号の発行となりました。1月まで

は雪が少なく、秋田としては過ごしやすい冬でし

たが、2月に入りまとまった降雪があり、職員は除

雪に一苦労ですが、おかげで表紙のかわいい写真

が撮れました。 

これから春に退所を予定している子どもたちが数

名おり、乳児院での楽しかった思い出がたくさん

のアルバム整理をしています。 

今回は、先月末 34歳になったばかりの菊地が担当

しました。 

次回は第 50号でお会いしましょう(^O^)／ 

See You Again!! 


